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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 龍ケ崎市立松葉小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３
２２

児童数 ５０ ５２ ５７ ６１ ７４ ７４ ４ ３７２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「基礎・基本の定着と自ら学ぶ力を育てる学習指導の在り方」
～「確かな学力」を身に付けさせる算数科少人数指導の実践～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

① 実施学年 全学年
② 教科 算数科
③ 理由

「学力診断のためのテスト」等の実態調査の結果から，基礎・基本
の定着が不十分であること，特に算数科においてそれが顕著であるこ
とから，算数科の学力向上のための研究に早急に取り組む必要がある
と考えられるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ
成 ① 全学年・全学級の算数科全時間において少人数指導またはＴＴを実施

する。15
年
度 ② 習熟度別学習指導を取り入れ，個に応じた指導の実践を図る。

③ 発展的・補充的な学習の指導のための教材開発を行い，個に応じた指
導に役立てる。
「 」 ， 。④ 確かな学力 の評価の在り方を研究し 指導と評価の一体化を図る

○ 研究の見通し
① 発展的・補充的な学習，個に応じた指導のための教材の開発
② ステップアップテスト全般の検討，修正，活用
③ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
④ 少人数指導，ＴＴ全般の検討及び習熟度別学習指導の展望，実践
⑤ パソコンを活用した評価方法，個人カルテ作成の研究
⑥ 自己評価カードの作成と活用

○ 研究の内容・方法
① 第１学年におけるＴＴの実践
ア 単元名 ひきざん（２）
イ 研究授業のねらい

子どもが減加法，減減法のどちらで考えるかの反応を予想しておき
Ｔ１、Ｔ２の役割を明確にし，比較検討の話し合いがより深まるよう
に支援をする。

② 第１学年におけるコース別少人数指導の実践
ア 単元名 みんなでさんすう
イ 研究授業のねらい

１つの学級を２つのコースに分け，少人数で指導することにより，
子どもがより意欲的に学習に取り組めるようにし，計算技能の向上を
図る。
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③ 第２学年における学年を３つのコースに分けた習熟度別指導の実践
ア 単元名 かけ算（２）
イ 研究授業のねらい

単元の最後に，習熟度別コースを設定し，かけ算九九の定着を図る
とともに，個に応じた指導を行い，かけ算の習熟を図る。

④ 第３学年における１つの学級を２つのコースに分けた習熟度別学習指
導の実践
ア 単元名 ぼうグラフと表
イ 研究授業のねらい

学級を習熟度別の２つのコースに分け，資料を選択させることによ
り，意欲的に学習に取り組ませると共に，グラフをかく力の習熟を図
る。

⑤ 第４学年における学級を２つのコースに分けた習熟度別学習指導
ア 単元名 面積
イ 研究授業のねらい

学級を習熟度別の２つのコースに分け，発展的教材と補充的教材と
を準備して取り組ませ，面積の求め方の習熟を図る。

⑥ 第５学年における学級を３つのコースに分けた習熟度別学習指導
の実践
ア 単元名 四角形と三角形の面積
イ 研究授業のねらい

１つの学級を３つのコースに分けることにより，個に応じた指導を
， 。展開し基礎・基本の習熟を図ると共に 発展的な課題に取り組ませる

⑦ 第６学年における学級を３つのコースに分けた習熟度別学習指導
の実践
ア 単元名 分数のわり算
イ 研究授業のねらい

１つの学級を３つのコースに分けることにより，個に応じた指導を
展開し，基礎・基本の習熟を図ると共に，発展的な課題に取り組ませ
る。

平 ○ テーマ
成 ① 全学年・全学級の算数科における児童の実態と指導内容とに応じた効

果的な少人数指導，ＴＴの計画的な実践16
年 ② 習熟度別学習指導における，実態調査に基づいた個に応じた指導の実
度 践

③ 発展的･補充的な学習の指導のための教材開発の積み上げと活用
④ 「確かな学力」の評価の在り方の継続研究と児童の自己評価を生かし
た指導と評価の一体化の研究

○ 研究の見通し
① 発展的・補充的な学習，個に応じた指導のための教材の開発と活用
② ステップアップテストの計画的実践による計算技能の向上，及び他領
域のステップアップテストの作成

③ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の年間指導計画への位置
づけ

④ 少人数指導，ＴＴ全般の検討及び習熟度別学習指導の実践研究
⑤ パソコンを活用した評価方法の継続研究，個人カルテ作成
⑥ 自己評価カードの作成と活用による指導と評価の一体化

○ 研究の内容・方法
① 授業研究による少人数指導，習熟度別学習指導の効果の実証研究
② 「学力診断のためのテスト」等による学力向上の考察
③ 保護者の意識調査や保護者による学校評価を生かした学力向上のため
の施策の実行，及び保護者の参加する研究体制の推進

( ) 研究推進体制3

校長 教頭 教務主任 教材開発研究部

研究主任 研究推進委員会 指導方法研究部

評価研究部
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

( ) 指導方法の改善を図るとともに，少人数指導，ＴＴの実践により，基礎・基1
本の定着を図り学力向上へ向けた指導体制が整いいつつある。また，指導計画
に学習形態を位置付けることにより，従来の一斉指導から個に応じた指導を重
視する態勢が整った。

( ) 少人数指導においては，以下の諸点について実証することができた。2
① 少人数での指導は，一人一人の学習の様子を見取ることができるため，個
に応じた指導の展開が容易である。

② 少人数での指導は，子どもの発表の機会が増えるので，学習意欲の向上に
つながる。また，話し合いでの意見の表明にもつながり，思考が深まる。

③ 少人数指導では，つまずきへの対応が容易にできるので，補充的な指導を
より充実させることができる。

( ) 習熟度別指導においては，以下の諸点について実証することができた。3
① 習熟度別指導では，個々の習熟の度合いに応じてコースを選択できるので
基礎・基本の定着が図れると共に，発展的な学習が可能となる。

② 習熟度別指導では，コースを子ども自ら選択する場合に学習意欲の高まり
が見られる。

③ 自己評価カードの活用により，子どもがコースを選択する際に参考になる
とともに，教師の評価への参考にもすることができる。また，どこでつまず
いているのか把握できるため対応ができる。

( ) ステップアップテストの実施により，計算技能を段階的に向上させることが4
できた。

２．今後の課題

( ) ねらいに応じた発展的・補充的な教材の開発を更に進め，全ての単元におけ1
る少人数指導の内容の充実を図っていく必要がある。

( ) 個に応じたきめ細かな指導を行うことができるように，教師の指導技術を更2
に向上させて行くことが重要である。

( ) 指導と評価の一体化を目指して評価の研究を更に進めなければならない。ま3
たに個人カルテを作成し，個に応じた指導をよりきめ細かく行うことが求めら
れる。

( ) 年間指導計画を見直し，少人数指導及び習熟度別指導を明確に位置付けると4
とともに，指導計画を多様化し，つまずきへの手だてを明示しておく必要があ
ると考えられる。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

学力診断のためのテスト
目 的 国語，社会，算数，理科の各教科の学習到達度について総合的に

実態調査をする。
実施内容 国語，社会，算数，理科の各教科の前年度の学習状況の診断
実施時期 月下旬4

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

学力向上フロンティア事業中間発表会
日時 平成 年 月 日(水)15 12 3
場所 松葉小学校，長山小学校，長山中学校
対象 教職員，保護者，県内各校教職員
目的 シンポジウムの実施による学力向上のあり方の協議

研究授業の公開，及び研究成果の公表

龍ケ崎市教育センター主催研究主任等連絡会における事例発表
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◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ｖ１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
ｖ１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 ｖ 少人数指導 ｖＴ．Ｔによる指導
□ 一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 ｖ 算数 □ 理科
□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭
□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ｖ 有 □ 無
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